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各館だより10 徳島県立文書館

徳島県立文書館は， 徳島県置県100年のモ

ニュメン 卜事業として建設された徳島県総合

文化公園のー施設として，平成2年11月に建

設されました。

建設に当たって，県民の聞から「公文書保

存のための施設Jr旧県庁舎の保存」の要望
があり， これが実現したものです。

本館の元になった旧県庁は，昭和5年に建

設された初期の鉄筋コンクリー卜建設の代表

的建造物でした。

建物は，鉄筋コンクリート造り地下4階建

てで，建築面積は619nf，延べ床面積2，246 

nf，棚延長8，715mで，都道府県立文書館と

しては比較的小規模のものです。

職員は10名，古文書5万点，公文書5千間，

行政資料1万点。

本館は，温度・湿度・紫外線カット ・空調

の中性化など，保存の点では完全を期してお

ります。 これは同じエリアの中に，博物館 ・

美術館がある利点を生かしているためでもあ

ります。
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本館の特長のひとつは，文化の森総合公園

にやって来て，文書館へもついでに足を延ば

す来館者の多いことです。このために，展示

を年中無休で行っています。

文化の森は，徳島県民にとって「名所や遊

園地とむすび、ついた文化施設」となっていま

す。これは文化施設の新しい型のひとっとも

言えるでしょう。 (大和武生)
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